
2024年 3月吉日 

 

第 70回桜鎧会総会 決議・報告事項 

 

 

【決議事項】 

 

１．会則四章：役員任期満了に伴う新役員任命の件 

・ 会長    岸本 博 （昭和 63卒） 

・ 副会長   相原隆士 （昭和 63卒） 

・ 幹事長   藤村昌生 （平成 3卒） 

・ 会計部会長 野口恭男 （平成 1卒） 

・ 総務部会長 耳田俊雄 （平成 3卒） 

・ 会報部会長 矢野正東 （平成 7卒） 

・ 会長補佐  三船憲司（昭和 63卒） 

  

２． 2023年度会計報告と 2024年度予算案 （別紙参照） 

 

３．2023年度桜鎧会活動報告と 2024年度桜鎧会活動予定（別紙参照） 

 

 

【報告事項】 

 

１． 桜鎧会正式名称の変更について 

 

第一章 総則 第１条 

（修正前）本会は、学習院アメリカンフットボール桜鎧会と称する。 

 （修正後）本会は、学習院大学アメリカンフットボール部桜鎧会と称する。 

 修正の理由：桜友会の要請により 2022/10/1から名称変更。 

 

 

以上 





学習院大学アメリカンフットボール部桜鎧会 ２０２３年活動計画・活動状況 

桜鎧会会員による桜鎧会活動の活性化 

1. 会員が参加できる機会の拡大 

①甲南戦、四大戦、リーグ戦等を契機とした OBOG の交流及び現役との交流 

→6月 14日甲南大学との定期戦を神戸にて開催 

→四大戦については合同練習形式で開催 

②フラッグフットボールを通じた OBOG の交流及び他校メンバーとの交流 

 →ハドルボウル（1月・7月）に参加 

③７０周年記念祝賀会 

 →令和６年２月２５日 明治記念館にて開催 

  OB・OG 120名 父母 10名 学生 54名 来賓 28名 総勢 212名が参加し、 

他部・他大学の方々にもお越しいただき盛会となった 

2. 会員参加意欲の醸成 

① 学年幹事会等定期的な活動状況の共有  

→オンラインを中心に幹事会を実施し常時 30名程度が参加 

→特に若手幹事の参加が増加し、今後も学年の隔てなく自由に議論できる場としていきたい 

②現役学生からの活動レポート発信  

 →SNSなどを通じて現役からの情報発信 

3.会員ネットワークの再構築 

① 会員名簿・メーリングリスト等連絡手段の精査 

  →総会ハガキなどを通じて会員情報を更新 

② 学年幹事のあり方・人選等精査 

→各幹事前後の学年などへの声掛け等により参加できる学年幹事を選定 

 ③ 定期的な情報発信可能な連絡インフラの整備 

4.桜鎧会ネットワークを活用した現役強化支援の展開  

①他校・社会人リーグ等からのノウハウの収集・現役への展開 

②その他強化につながる施策の積極的実施  

5.上記取組みの実現に向けた活動資金の充足  

①桜鎧会年会費納入率の向上  

 →学年幹事から各学年への周知と卒業生への口座振替用紙の１００％配布 

② 桜鎧会活動への理解の深化・支援意欲の醸成  

→③とあわせて学生中心に支援金体制を整え継続的に支援への理解を求めた 

③指定助成金スキーム等多様な活動資金収集方法の整備  



学習院大学アメリカンフットボール部桜鎧会 ２０２4年活動計画 

桜鎧会会員による桜鎧会活動の活性化 

1.会員が参加できる機会の拡大 

①甲南戦、4大戦、リーグ戦等を契機とした OBOG の交流及び現役との交流 

②フラッグフットボールを通じた OBOG の交流及び他校メンバーとの交流 

2.会員参加意欲の醸成 

 ①学年幹事会等定期的な活動状況の共有  

②現役学生からの活動レポート発信  

3.会員ネットワークの再構築 

 ①会員名簿・メーリングリスト等連絡手段の精査 

 ②学年幹事のあり方・人選等精査 

 ③定期的な情報発信可能な連絡インフラの整備 

4.桜鎧会ネットワークを活用した現役強化支援の展開  

①他校・社会人リーグ等からのノウハウの収集・現役への展開 

②OB・OG の人脈等を活かしたコーチスタッフの発掘  

③その他強化につながる施策の積極的実施  

5.上記取組みの実現に向けた活動資金の充足  

①桜鎧会年会費納入率の向上  

②桜鎧会活動への理解の深化・支援意欲の醸成  

③指定助成金スキーム等多様な活動資金収集方法の整備  

以上 
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